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 今年になってからの手賀沼通信ブログ抜粋です。

シリーズ物ではありません。 

 最近は手賀沼通信ブログを書く回数が減ってき

ました。好奇心、観察力、行動力、思考力、集中

力などの衰えを実感しています。 

 

手賀沼通信ブログ抜粋 

 

グレートトラバース 山岳古道編が始まった

（ＮＯ．１９６１）（２０２６年１月１０日） 

 

 ２０２６年１月３日、ＮＨＫのテレビで「グレ

ートトラバース 塩の道 日本海から太平洋へ 

４２０キロ」が放送されました。 

 この番組は田中陽希さんのグレートトラバース

の新しいシリーズです。田中さんは２０１４年に

百名山、２０１５年に二百名山、２０１８年から

２０２１年には三百名山（百名山、二百名山を含

む）を徒歩とシーカヤックを使って巡り、テレビ

に放送されました。 

 それから４年、新しい歩きが始まったのです。

この塩の道は日本海の糸魚川海岸から、昔の塩の

道の松本街道を通って松本まで行く道と、松本か

ら秋葉街道を経て御前崎の相良海岸まで合計４２

０キロを歩く行程でした。ところが途中の道に通

れない場所があったため、回り道を歩かざるを得

ず４７０キロを歩きました。 

 ２０２５年１０月１日に糸魚川ヒスイ海岸をス

タートしてゴールまで１９日間かかりました。 

 いにしえの塩の道だけあって、今は使われてい

ない道となっており、道標が見えなくなっていた

り、道が崩れていたり、農家の庭先になっていた

り、まさに「山岳古道」 そのものでした。 

  

 このブログは間違っているのがわかりました。

グレートトラバースの新しいシリーズ山岳古道編

は始まらなかったのです。私の早とちりでした。

塩の道を歩いただけで終わりでした。 

 

２０２６年のプロ野球スプリングキャンプ

（ＮＯ．１９６５）（２０２６年２月４日） 

 

 ２０２６年のプロ野球スプリングキャンプが２

月１日より行われています。 

 開幕はセ・パともに３月２７日です。 

 今年はセ・リーグで２人、パ・リーグで１人と

３チームで監督が交代しました。セ・リーグでは

ＤｅＮＡの三浦監督が相川監督に、ヤクルトの高

津監督が池山監督に替わりました。パ・リーグで

はロッテの吉井監督がサブロー監督に替わりまし

た。 

 キャンプ地はロッテが前半を沖縄石垣島から都

城に移した以外は昨年と同じです。 

 セ・リーグ 

・阪神（藤川監督） 沖縄宜野座 

・ＤｅＮＡ（相川監督） 沖縄宜野湾 

・巨人（阿部監督） 宮崎、沖縄那覇 

・中日（井上監督） 沖縄北谷 

・広島（新井監督） 日南、沖縄沖縄 

・ヤクルト（池山監督） 沖縄浦添 

パ・リーグ 

・ソフトバンク（小久保監督） 宮崎 

・日本ハム（新庄監督） 沖縄名護 

・オリックス（岸田監督）宮崎 

・楽天（三木監督）沖縄金武  

・西武（西口監督） 日南 

・ロッテ（サブロー監督） 都城、沖縄糸満 

 キャンプでは各チームの目標は優勝して日本一

になることです。 

 ドラフトで入った新人も、移籍してきた選手も、

それぞれの夢と目標に向かって努力を重ねていま

す。皆さん頑張って！ 

 

ミラノの思い出（ＮＯ．１９６６）（２０２６

年２月６日） 

 

 ２０２６年２月６日、ミラノ・コルティナ冬季
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オリンピックが開幕を迎えます。今までに３回妻

と二人で観光ツアーで訪れたミラノの思い出を振

り返ってみましょう。 

 １回目は１９９５年５月、５８歳の時です。 

 この時は、イギリス、ドイツ、オーストリア、

イタリア、スイス、フランスの６か国を１０日で

回るという忙しい旅でした。 

 通貨ユーロの登場前で、各国の通貨に両替し、

各国内でできるだけ使い切るという芸当が必要で

した。デジタルカメラも普及する前で、フィルム

を何本も持っていく必要がありました。携帯電話

もなく、家に連絡するときはいろいろ工夫が必要

でした。 

 イタリアではベネチアとミラノに立ち寄り、そ

れぞれ１泊して市内観光をしました。 

 ミラノの観光は、ドウオーモ、ガレリア、スフ

ォルツェスコ城、スカラ座などを見学しました。

ダ・ビンチの「最後の晩餐」の絵のあるサンタ・

マリア・デッレ・グラツィエ修道院は修復工事で

入場禁止でした。  

 ２回目はその１１年後の２００６年５月～６月、

イタリア各地を１３日間で回るツアーでした。６

９歳になっていました。ミラノがツアーのスター

ト地点でシチリア島まで行きました。 

 この時はデジタルカメラと国際通話ができる携

帯電話を持参しました。観光したのは１回目とほ

ぼ同じでした。この時はドウオーモが修復中、そ

の代わり「最後の晩餐」の絵はしっかり見ること

ができました。 

 ３回目はその４年後の２０１０年７月、１１日

間のアルプス観光の時でした。アルプス観光はス

イスが中心で、モンブランを見るときだけフラン

スに入ります。イタリアのミラノはＪＡＬの直行

便の発着のため立ち寄ったのです。イタリアのア

ルプスも有名ですが、このツアーではパスしてミ

ラノからはスイスアルプスへ向かいました。 

 最後にミラノに戻ったとき、半日の観光の時間

が取れました。そしてそれまで登れなかったドウ

オーモの屋根の上に登りました。ミラノの市街を

上から眺めることができました。 

 写真は２回目か３回目に行ったとき撮ったもの

です。 

 

   ドウオーモ 

 

  

   ガレリア 

 

 

  スフォルツェスコ城 
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ミラノ・コルティナオリンピックが開幕した

（ＮＯ．１９６７）（２０２６年２月８日） 

 

 ２０２６年２月６日、第２５回冬季オリンピッ

ク・ミラノ・コルティナ大会が開幕しました。 

 この大会は、競技種目によってイタリア北部の

ミラノ、コルティナダンペッツオ、リビーニョ、

プレダッツオの４か所に分かれて行われます。そ

のため開会式も４か所で行われました。 

 イタリアでの冬季大会は、１９５６年のコルテ

ィナダンペッツオ、２００６年のトリノに続いて

３回目となります。 

 今回は９２か国・地域から選手約２９００人が

参加し、２２日までの１７日間で８競技１１６種

目が行われます。日本からは１２１人の選手が参

加します。 

 ミラノ大会の開会式は市内のサンシーロスタジ

アムで行われ、ＮＨＫのテレビで７日早朝４時か

ら放送されました。開会式のテーマは「調和」、音

楽や踊りや舞台芸術や映像などで、イタリア文化

の美しさと華麗さを多彩に演出しました。さすが

イタリアと感銘を受けた開会式でした。 

 

 

 

 

 

 

 聖火台はミラノ中心部の「平和の門」に設置

 

 コルティナ会場の「ディボーナ広場」の聖火台 
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 日本選手団は前回の北京大会で冬季大会過去最

多のメダル１８個を獲得しました。今回はそれを

超えるメダル数を期待されています。 

 

 

スマホを買い替えた（ＮＯ．１９７０）（２０

２６年２月１７日） 

 

 ２０２６年２月１５日スマホを新しく購入した

ものに切り替えました。 

 ２０１９年に初めてスマホを使い始めたのです

が、時々機能が中断したりし始めたので買い替え

たのです。    

 同じⅰPhone の中古品で、SE＿２ １２８GB

です。最新式にしなかったのは、操作が同じで値

段が安かったためです。約２万円で購入できまし

た。自分があと何年使えるかも考えました。 

 購入から回線切り替えやデータの移行まで長男

がやってくれました。私がスマホを使い始めたの

は、家族９人のうち最後でした。パソコンのほう

が画面が見やすく入力が楽だったからです。 

 長男や妻に勧められて使い始めましたが、使い

始めるとその便利さがよくわかりました。みんな

が持っている理由が理解できました。私が使って

いるのは機能のその一部にすぎません。 

 妹と弟をがんで亡くしましたが、亡くなる数日

前まで、LINE でやり取りすることができました。 

 年齢を考えると、このスマホが最後のものにな

ると思っています 

 

 

１０回目の大腸憩室出血で入院（ＮＯ．１９

７３）（２０２６年３月４日） 

 

 ２０２６年２月１４日午後大腸憩室出血を発症

しました。１０回目です。前回の発症を１０回目

とブログに書いたことがありますが、数え間違い

で今回が１０回目です。過去４回入院、５回は自

宅療養でした。 

今回は５回目の入院です。４回目の入院は慈恵

医大病院で心蔵の冠動脈にステント挿入の手術を

した直後に大腸憩室出血を発症したため慈恵医大

病院に入院したのですが、最初の３回と今回は名

戸ヶ谷あびこ病院です。 

 今回はいつもの経験に倣ってまず絶食をして止

血剤を飲みました。２日間ほど食事をぬけば出血

は止まっていたのですが、なかなか止まりません。

２０回の食事のうち、１１回は絶食、食べたとき

もおかゆ程度を続けました。絶食すると便が出な

くなる日が多く、出血しているのか、止まったの

かがなかなかわかりません。このまま絶食を続け

るのも栄養不良になる恐れがあります。 

 ８日目になって最初の時と同じような出血があ

ったので、過去入院したことのある名戸ヶ谷あび

こ病院に行きました。診断の結果、先生からは通

院でも入院でもいいと言われましたが、入院に決

めました。そのほうが早く治ると思ったからです。

１週間ぐらい入院すればいいと思ったのですが、

退院できたのは１０日目でした。 

 入院してもなぜか以前と違って栄養剤だけの点

滴が続きました。２１日の土曜日に入院したので、

それから連休で２日間病院はお休み、その後先生

と話せたのは入院６日目でした。前日の入院５日

目に大量の出血がありました。 

 そこで止血剤の点滴を依頼し、その日からやっ

と止血剤の点滴が始まりました。そして１０日目

の３月２日に退院できました。現在は食事を柔ら

かなものに制限してとっています。 

 名戸ヶ谷あびこ病院には過去３回入院していま

す。最後は２０１９年でしたが、そのころに比べ

ると病院は変わりました。 

 いいほうに変わったのは、週に２回介添え人に

よるシャワー入浴ができること、食事時のサービ

スがよくなったことなどです。 

 物足りなく感じたのは、面会ができないこと（イ

ンフルエンザ流行時だからか）、先生の回診がない

日が多かったこと、点滴の内容や開始時間などで

す。 

 人手不足が感じられました。ベトナム出身の看

護師が担当だった日がありました。６階のナース

センターにはベトナム出身の看護師が男女１人ず

ついました。 

 患者も変わった感じでした。歩けない高齢者が

多くそのため看護師などの負担が増えたように感

じました。わずか１０日間の経験なので間違って

いるかもしれません。 

 入院して困ったのは、１０日間のうちに体力が

落ちたことです。筋力が落ち歩くことなどの動作

が遅くなったりふらついたりすることです。高齢

になるほど影響が大きいと感じました。 


